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行政相談委員として尽力

行
政
相
談
委
員

ご
存
じ
で
す
か

行
政
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
た
時
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
の
仕
事

な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
等
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

行
政
相
談
委
員
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の

行
政
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦

情
を
公
平
中
立
な
立
場
か
ら
解
決
を
促
進

す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
直
接
助
言
を

行
っ
た
り
、
相
談
内
容
が
複
雑
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
連
絡
結
果
を
相
談
者
へ
回

答
し
、
解
決
へ
導
き
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
え
び
の
市
内
に
は
、
2
人
の
行
政

相
談
委
員
が
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
等

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

●
行
政
相
談
委
員
は
市
民
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す

永田萌子さん
（下島内区）

馬越脇泰二さん
（前田区）

このような場合はご相談を

国・県・市等の仕事などについて
●手続・サービスなどについて制度や仕組みが分からない
●苦情を申し出たが、説明や措置等に納得がいかない
●苦情がある、困っていることがある
●どこに相談してよいか分からない
●こうしてほしい

●年金、医療保険、老人保健・福祉
●交通安全
●雇用保険・労災保険
●登記事務
●道路　●生活衛生　●郵便
●消費者保護　●窓口のサービス

たとえば

　5 月 13 日、行政と県民のパイプ役を長年務めたとして、
永田萌子さんが宮崎行政評価事務所より表彰を受けまし
た。
　5 月 19 日には、表彰を市長に伝達しました。永田さんは、

「行政への苦情から心配ごとまで相談を受けます。1 件、1
件の相談を解決に向けています。相談が解決したらうれし
いし、自分の勉強にもなります。これからも続けて行きた
です」と話していました。

市長に表彰の伝達を行う永田さん

　

市
で
は
、
人
権
・
行
政
相
談
を
毎
月
1

回
行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
開
催
日
】
7
月
7
日
（
水
）

【
場
所
】
市
役
所
別
棟
１-
３
・
４
会
議
室

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
市
民
課
生
活
環
境
係

内
線
２
８
５
・
２
８
６

●
人
権
・
行
政
相
談
の
ご
案
内
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情報公開・個人情報保護制度の運用
状況を公表します

情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表しています。
平成 21年度の運用状況を下記のとおり公表します。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報、
事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされたものです。表中の『非
公開』については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 21年度 平成 20年度

会議の開催回数（ａ） 130 回 114 回

公開された会議の回数（ｂ） 108 回 94 回

非公開とされた会議の回数 22回 20 回

傍聴者数（合計） 9人 7人

公開率（ｂ／ａ） 83.08％ 82.46％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市民の理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　公開された会議の回数は 14 回増、非公開とされた会議の回数は 2 回増となり、公開率では 0.6 ポイント上がりました。
非公開（一部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や、審査・評価に関する事項についてのみ非公開とし
たものと事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

０件 ０件 ０件 ０件 4件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 161 件、教育委員会 53 件、農業委員会
17 件、選挙管理委員会 15 件、議会３件、監査委員２件、固定資産評価審査委員会２件、公平委員会１件となっています。

■お問い合わせ先
えびの市総務課行政係
（内線 311・314）

個人情報取扱事務登録件数（平成 22年４月１日現在）

254 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

１８件 ４件 ９件 ５件 ０件

公営企業の財政状況
えびの市の公営企業（水道事業・病院事業）の財政状況については、毎年６月と 11月に公表しています。
今回は、平成 21年 10 月１日から平成 22年３月 31 日まで（平成 21年度下半期）の予算の収入と支出の
状況についてお知らせします。（四捨五入の関係で、数値、率が一致しない場合があります）

水道事業
区　分 予算額

執　行　額
収入率％

下半期 累　計
水道事業収益 385,918,000 201,580,193 383,311,568 99.3

営業収益 383,041,000 200,239,464 380,940,604 99.5

営業外収益 2,831,000 1,329,187 2,316,969 81.8

特別利益 46,000 11,542 53,995 117.4

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

水道事業費用 320,282,000 182,379,386 314,356,157 98.1

営業費用 288,005,000 162,635,453 283,038,337 98.3

営業外費用 31,341,000 19,312,165 30,883,700 98.5

特別損失 436,000 431,768 434,120 99.6

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は量水器評価額など。

※支出の営業費用は、浄水費、配水費、給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

区　分 予算額
執　行　額

収入率％
下半期 累　計

病院事業収益 1,041,296,000 532,732,907 1,045,349,186 100.4

医業収益 950,541,000 472,993,720 953,567,677 100.3

医業外収益 90,754,000 59,739,187 91,781,509 101.1

特別利益 1,000 0 0 0.0

区　分 予算額
執　行　額

支出率％
下半期 累　計

病院事業費用 1,038,750,000 572,274,305 1,043,069,428 100.4

医業費用 1,036,211,000 544,712,848 1,014,706,607 97.9

医業外費用 2,178,000 27,401,788 28,203,152 1294.9

特別損失 161,000 159,669 159,669 99.2

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の医業収益は、入院収益、外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

※支出の医業費用は、給与費、診療材料費、電気代などの経費、研究研修費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。

単位：円

単位：円

■お問い合わせ先
えびの市水道課経営管理係
（内線 293）

■お問い合わせ先
えびの市立病院
☎ 0984‐33‐1023

◎水道業務量
平成 21 年 10 月１日～

平成 22 年３月 31 日

［給水戸数］8,588 戸
［給水人口］19,955 人
［下半期給水量］1,006,468m3

［１日平均給水量］5,530m3

［１人１日平均給水量］277.1 ㍑
［普及率］79.8％

病院事業

Data

◎借入金残高
8 億 3,694 万円

◎病院業務量
平成 21 年 10 月１日～

平成 22 年３月 31 日

［病床数］50 床
［患者数（入院）］7,196 人
［患者数（外来）］22,234 人
［１日平均入院患者数］39.5 人
［１日平均外来患者数（土曜含）］154.4 人
［１日平均外来患者数（土曜除）］186.8 人

◎借入金残高
5,202 万円

Data
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03 014 部会の代表に委嘱状交付

一貫教育の定着を目指して

■お問い合わせ先
市学校教育課（内線 412・414）

02

回
（
初
回
接
種
後
お
お
む
ね
1
年

あ
け
て
1
回
接
種
）
の
計
3
回
接

種
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下

記
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
に

事
前
に
連
絡
を
し
、
接
種
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
接
種
対
象
者
】
平
成
22
年
度
内

に
3
歳
に
な
る
幼
児
（
た
だ
し
、

生
後
6
か
月
か
ら
生
後
90
月
ま
で

の
乳
幼
児
も
接
種
で
き
ま
す
）

【
接
種
費
用
】
無
料

【
持
参
す
る
も
の
】
母
子
健
康
手
帳

　

６
月
１
日
に
、
平
成
22
年
度
え

び
の
市
一
貫
教
育
に
関
す
る
各
部

会
と
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
代
表

者
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
、
え
び
の

学
部
会
、
英
会
話
科
・
英
語
表
現

科
部
会
、
市
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
４
部
会
の
代
表
の
方
々
で
す
。

　

各
部
会
で
は
、
一
貫
教
育
を
あ

ら
ゆ
る
分
野
か
ら
研
究
、
検
証
し

て
い
ま
す
。
一
貫
教
育
開
始
2
年

目
の
今
年
度
は
、
一
貫
教
育
の
定

着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
小
中
学
校
９
年
間
を
見

通
し
た
一
貫
教
育
の
検
証
・
定
着
、

一
貫
性
・
連
続
性
の
学
習
指
導
方

法
の
研
究
、
一
貫
性
の
あ
る
教
材

の
検
証
・
開
発
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

式
で
萩
原
和
範
教
育
長
は
、「
市

全
体
で
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で

2
年
目
を
迎
え
ま
す
。
部
員
の
皆

さ
ん
が
研
究
し
た
こ
と
を
、
各
学

校
で
も
徹
底
し
て
普
及
・
定
着
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
2
年
目
の
今
年
は
、

あ
る
程
度
の
結
果
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
各
部
会
の
座
長
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
え
び
の
の

教
育
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
座
長
に

委
嘱
さ
れ
た
岡
元
小
学
校
の
古
川

久
美
子
教
頭
は
「
子
ど
も
た
ち
が

夢
に
向
か
っ
て
生
き
生
き
と
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
、
各
部
会
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。　
　

　

５
月
24
日
、
平
成
22
年
度
の
区

長
・
分
区
長
の
代
表
に
委
嘱
状
の

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
区
長
の

代
表
と
し
て
、
南
岡
松
区
長
の
久

木
野
一
治
さ
ん
、
出
水
区
長
の
新

出
水
寛
人
さ
ん
、
亀
沢
区
長
の
池

嶋
幸
さ
ん
に
、
分
区
長
の
代
表
と

し
て
南
岡
松
区
第
４
分
区
長
の
堤

英
明
さ
ん
に
、
村
岡
市
長
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
年
度
、
区
長
・
分
区
長
に
委

嘱
さ
れ
た
の
は
、
区
長
65
人
、
分

区
長
４
２
８
人
で
す
。
任
期
は
1

年
で
す
。

　

委
嘱
状
交
付
後
、
村
岡
市
長

は
、「
本
来
で
あ
れ
ば
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
の
委
嘱
状
交
付
と
な
り

ま
す
が
、
4
月
20
日
の
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
発

生
に
伴
い
こ
の
よ
う
な
形
で
の
委

嘱
状
交
付
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
区
長
・
分
区
長
の
方
々
に
は
、

地
区
で
の
防
疫
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

区
長
・
分
区
長
の
皆
さ
ん
は
、

よ
り
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
主
防
災
組
織
の
設

置
や
災
害
時
の
互
助
活
動
、
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
維
持
管

理
、
防
犯
灯
の
設
置
や
地
域
安
全

活
動
、
交
通
安
全
活
動
、
各
種
団

体
の
育
成
・
協
力
な
ど
で
す
。
行

政
事
務
連
絡
員
と
し
て
、
市
か
ら

の
連
絡
文
書
（
広
報
紙
等
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
な

ど
、
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
を
務
め
ま
す
。

市民と行政のパイプ役です
平成 22年度の区長・分区長に委嘱状交付

■お問い合わせ先
市総務課行政係（内線 311・314）

■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係（内線 281）

積極的接種をお願いします。

日本脳炎予防接種のお知らせ

　

市
で
は
、
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防

接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
積
極
的
に
接

種
を
勧
め
る
こ
と
を
控
え
て
い
ま
し

た
。
平
成
22
年
度
か
ら
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
に
よ
り
該
当
者
に
積
極
的
に
接

種
を
勧
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
該
当
者　

予
防
接
種
法
に
定
め
る

3
歳
に
対
す
る
1
期
初
回
接
種
の
標

準
的
な
接
種
期
間
に
該
当
す
る
者

　

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
は
、
1

期
が
初
回
接
種
の
2
回
（
接
種
日
よ

り
6
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
隔
を
お

い
て
2
回
接
種
）
と
追
加
接
種
の
1

医療機関名 電話

えびの眼科こだま小児科医院 ３５－３００３

杉原耳鼻咽喉科 ２１－３１００

えびの第一クリニック ３３－０１４８

えびの市立病院 ３３－１０２３

前田医院 ３５－１１５１

京町温泉クリニック ３７－２２３３

池田病院 ２３－３５３５

大森内科胃腸科 ２３－６１０１

沖内科・小児科医院 ２２－４０４３

近藤内科クリニック ２２－４３６７

すわクリニック ２２－６４８９

高崎皮膚科医院 ２２－８５２１

ひろた内科クリニック ２５－０５５０

二口子供医院 ２２－５８８５

西小林診療所 ２７－１０３４

小林市立病院 ２３－４７１１

川井田医院 ４２－２０００

押川病院 ４４－１００５

野尻中央病院 ４４－１１４１

◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通
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予防接種実施医療機関

　昨年度、加久藤小学校家庭教育学級では、
年間学習目標を「親子のふれあい、学級生間
の親睦を深め、かっつん子の健やかな成長に
期するように研修を深める」として、保健学
習や人権学習、ふれあいファミリー会、ビー
ズアクセサリー・フラワーアレンジメント創
作、ミニテニス・キンボール、家庭教育講演
会等の学習を行ってきました。
　親子で参加する講座を設けたところ多くの
参加者があり、親子のほほえましいふれあい
が多く見られました。
　親子ふれあいファミリー会の山菜摘みに参
加した人から、「山菜摘みは初めての体験でし
た。山菜というと春のイメージがあり、夏で
も身近にたくさんの山菜が採れることに驚き
ました。特にドクダミ草を天ぷらで食べるこ
とができるのにはびっくりしました。今回の
経験が、子、親、祖父母との会話のタネにな
るのではと楽しみにしております」といった
感想をもらいました。
　本年度も、親子で「共動・共汗」できる学習・
活動を取り入れながら、家族や参加者同士の
会話がはずみ、お互いのきずなが深まってい
くことを期待しながら、楽しく活動していき
たいと思います。

加久藤小学校家庭教育学級長

西峯由美
　
さん

親子ふれあいファミリー会の様子

委嘱状を受け取る岡元小学校古川久美子教頭 委嘱状を受け取る南岡松区長の久木野一治さん
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ま
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］
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今
月
紹
介
す
る
の
は
、
学
校
給
食
で
も
大

人
気
！
給
食
セ
ン
タ
ー
の「
夏
野
菜
カ
レ
ー
」

で
す
。

　

一
人
で
1
年
間
に
食
べ
る
カ
レ
ー
の
回
数

は
50
回
に
も
な
る
と
言
わ
れ
、
小
中
学
校
で

も
月
1
回
の
大
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

カ
レ
ー
に
は
、
カ
プ
サ
イ
シ
ン
と
呼
ば
れ

る
辛
味
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
が

体
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を
活

発
に
し
ま
す
。
し
っ
か
り
食
べ
て
、
暑
い
夏

を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

レ シ ピ

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

r e c i p e

【材料（1人分）】
サラダ油・・・・・・・・・・・・　3 ㌘
生おろしにんにく・・・・・・・　２㌘
牛肉スライス・・・・・・・・・120 ㌘
赤ワイン・・・・・・・・・・・・3 ㌘
にんじん・・・・・・・・・・・　60 ㌘
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・120 ㌘
なす・・・・・・・・・・・・・　80 ㌘
ピーマン・・・・・・・・・・・　32 ㌘
水・・・・・・・・・・・・・・　30 ㌘
かぼちゃ・・・・・・・・・・　100 ㌘
トマト・・・・・・・・・・・・　40 ㌘
カレーフレーク・・・・・・・・　60 ㌘
トマトケチャップ・・・・・・・　25 ㌘
フルーツペーストチャツネ・・・　８㌘
マイルドデミグラスソース・・・　34 ㌘
シュレットチーズ・・・・・・・　８㌘

【作り方】
❶材料を適当な大きさに切る。
❷油をひき、牛肉を赤ワイン、にんに
くで臭みをとりながらいためる。
❸❷に❶で準備した玉ねぎ、にんじん、
なす、ピーマンを加えていため、残り
の材料を加えて煮込む。
❹材料に火が通ったら、調味し、最後
にチーズを加えて仕上げる。

【紹介者】えびの市給食センター
竹中恵里さん　中原陽子さん

　

５
月
12
日
、
飯
野
小
学
校
の
４
年
生

79
人
が
、
非
行
防
止
教
室
の
授
業
を
受

け
ま
し
た
。

　

授
業
に
あ
た
っ
た
の
は
、
都
城
地
区

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
少
年
指
導
職

員
２
人
と
担
任
の
先
生
。「
万
引
き
に

つ
い
て
知
ろ
う
・
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
」

と
い
う
内
容
で
、
劇
を
ま
じ
え
な
が
ら

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

劇
で
は
、
児
童
も
参
加
し
ま
し
た
。

劇
で
児
童
た
ち
は
、
真
剣
に
受
け
答
え

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
児
童
は
、「
万
引

き
は
犯
罪
で
あ
り
悪
い
こ
と
だ
と
よ
く

分
か
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
14
日
、
真
幸
小
学
校
で
落
語
家

の
春
風
亭
柳
之
介
さ
ん
を
招
き
、
落
語

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
落
語
を
通
し
、
言
葉
の
勉

強
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

教
室
は
、
文
化
庁
の
「
子
ど
も
の
た

め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
を

活
用
し
ま
し
た
。
全
校
児
童
は
、
落
語

の
面
白
さ
や
日
本
語
の
豊
か
さ
を
な
ど

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
6
年
生
を
対
象
に
、
落
語

教
室
が
行
わ
れ
、日
本
古
来
の
落
語（
こ

と
ば
）
の
持
つ
意
味
や
し
ゃ
れ
、
そ
れ

を
通
し
て
の
言
葉
の
広
が
り
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
高
原
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が

6
月
上
旬
見
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
よ
り
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
の
花
付
き
が
良
く
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
咲
く
こ
の
時
期

は
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
は
、
ま
る
で
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷

き
つ
め
た
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
光
景
と

な
り
ま
す
。

　

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
開
花
時
期
は
、

標
高
や
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

つ
つ
じ
ヶ
丘
周
辺
の
見
ご
ろ
が
終
わ
る

と
、徐
々
に
高
い
場
所
で
開
花
し
ま
す
。

韓
国
岳
で
も
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

真剣に話を聞く子どもたち

指導員と劇の中で受け答えをする児童

つつじヶ丘はすばらしい光景でした

落
語
の
お
も
し
ろ
さ
体
験

子
ど
も
の
非
行
防
止
に

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
満
開

えびの市企画課情報係まで身近な情報をお知らせください。
☎ 0984‐35‐1111（内線 451）
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自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

芸術文化について語る上野さん

大人と子どもの交流活動事業花植え

田
代
地
区
は
、
山
す
そ
沿

い
の
８
分
区
・
90
戸
約

３
０
０
人
が
居
住
し
て
い
る
農
業

が
盛
ん
な
地
区
で
す
。

　

地
区
の
主
な
行
事
は
、
大
人
と

子
ど
も
の
交
流
活
動
事
業
と
し
て

年
２
回
の
花
苗
の
植
栽
（
5
月
に

サ
ル
ビ
ア
、
11
月
に
パ
ン
ジ
ー
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
手
が
中
心
の
「
ひ
ま
わ
り
・

ロ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、

５
０
０
０
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
植
栽

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
そ

大人から子どもまで
交流を通して

（田代自治公民館）

ば
打
ち
会
、
竹
は
し
ら
か
し
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
末
最
大
の
行
事
は
、
今
西

区
と
合
同
で
行
っ
て
い
る
打う

ち
う
え
さ
い

植
祭

で
す
。
今
西
地
区
の
香
取
神
社
と

田
代
地
区
の
天
宮
神
社
で
毎
年
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
五
穀

豊
穣
を
願
っ
て
行
わ
れ
、
最
高
に

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

田
代
地
区
に
は
、
陣
ノ
池
が
あ

り
ま
す
。
陣
ノ
池
を
中
心
に
数
多

く
の
わ
き
水
が
存
在
し
ま
す
。
こ

の
水
質
資
源
を
活
用
し
、
ホ
タ
ル

が
舞
う
里
・
水
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
菌
を
活
用
し
た
石

け
ん
作
り
を
通
じ
て
、
家
庭
排
水

に
よ
る
水
質
汚
染
を
防
ぎ
、
ホ
タ

ル
が
い
つ
ま
で
も
住
め
る
地
域
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
安
全
な
食
べ
物
を
供

給
す
る
農
地
を
潤
す
湧ゆ

う
す
い
ち

水
池
と
、

ホ
タ
ル
の
す
む
こ
の
美
し
い
風
景

を
地
域
の
貴
重
な
財
産
と
位
置
付

け
、
こ
れ
を
守
る
活
動
に
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
鹿
児
島
県
霧
島
市

市
の
「
御
鉢
と
溶
岩
流
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

御
鉢
は
約
二
千
五
百
年
前
に

高
千
穂
火
山
の
西
側
斜
面
に
誕

生
し
た
成
層
火
山
。
溶
結
し
た

火
砕
岩
・
ス
コ
リ
ア
堆た
い
せ
き
ぶ
つ

積
物
か

ら
で
き
て
い
ま
す
。
高
千
穂
河

原
か
ら
御
鉢
を
見
上
げ
る
と
、

頂
上
が
Ｕ
字
に
窪く

ぼ

ん
で
見
え
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
十
三
世
紀
の
爆
発

の
と
き
に
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流

の
あ
と
で
す
。

　　

こ
の
爆
発
の
と
き
に
高
千
穂

河
原
に
あ
っ
た
霧
島
神
宮
が
焼

失
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

御
鉢
の
登
山
道
は
、
溶
岩
流
の

右
岸
側
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
十
三
世
紀
の
噴
火
で

は
、
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流
は
高

千
穂
河
原
付
近
で
南
に
向
き
を

変
え
て
、
現
在
の
霧
島
神
宮
の

大
鳥
居
の
下
ま
で
到
達
し
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
は
、
県
道
国
分
霧
島
線

の
旧
道
部
分
に
あ
た
り
、
霧
島

国
立
公
園
の
石
碑
が
立
っ
て
い

る
場
所
で
す
。
昨
年
、
地
元
の

方
た
ち
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

溶
岩
流
は
火
砕
流
や
火
山
泥

流
な
ど
と
と
も
に
噴
火
時
の
災

害
要
因
と
な
り
ま
す
。
過
去
の

溶
岩
流
な
ど
の
痕こ

ん
せ
き跡
を
た
ど
る

こ
と
に
よ
り
防
災
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
御
鉢
と
溶
岩
流

田代自治公民館長
前原良一さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

上野兼寛さん

　
昭
和
55
年
に
、
え
び
の
市
の
文

化
水
準
の
向
上
を
図
り
明
朗
で
潤

い
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
え

び
の
市
芸
術
文
化
協
会
は
、
平
成

22
年
1
月
で
創
立
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
方
で
も
、
え
び
の
市
芸
術

文
化
協
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多

く
の
人
に
加
入
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
の
は
昨
年
6
月
よ
り

え
び
の
市
芸
術
文
化
協
会
名
誉
会

長
と
な
っ
た
上
野
兼
寛
さ
ん
（
松

原
区
）
で
す
。

　

え
び
の
市
芸
術
文
化
協
会
は
、

え
び
の
市
内
で
舞
踊
、踊
り
、コ
ー

ラ
ス
、
華
道
等
の
芸
術
文
化
を
行

う
団
体
が
会
員
と
な
り
、
市
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
芸
術

文
化
の
輪
を
広
げ
て
い
く
団
体
で

す
。

　

上
野
さ
ん
は
、
教
育
職
員
を
退

職
後
、
市
社
会
教
育
指
導
員
、
市

教
育
長
を
歴
任
さ
れ
、
松
原
区
長

2
年
目
の
時
に
、
え
び
の
市
芸
術

文
化
協
会
の
名
誉
会
長
に
就
き
ま

し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
通
じ
て
、
少
し
で
も

え
び
の
に
貢
献
を
し
た
い
。
芸
術

文
化
に
つ
い
て
も
、
今
か
ら
何
か

芸
術
を
始
め
よ
う
と
思
う
人
、
始

め
て
い
る
が
な
か
な
か
活
動
の
場

が
な
い
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
、
芸

術
文
化
協
会
に
相
談
し
て
も
ら

芸術文化を行う人に
少しでも活動の場を

い
。
少
し
で
も
活
動
の
場
を
提
供

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
芸
術
文
化
協
会
で

は
、
7
月
に
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
9
月
に
は
、
第
18
回
公
民

館
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

うえの・かねひろ／ 69 歳／松原区／え
びの市芸術文化協会名誉会長。趣味は、
バイクと家庭菜園。

kanehiro　Uenoそ
の
9

御鉢のＵ字の窪み

溶岩流のあと

溶岩流の流れ



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

議室
　相談は無料（女性相談員が対
応）・面接相談は事前にご連絡
ください。　　
☎ 35‐0152

　宮崎県では、男女が個人とし
て尊重され、あらゆる分野の活
動に参加することができる「男
女共同参画社会」づくりを目指
しており、男女共同参画に積極
的に取り組んでいる方や団体に
対して知事が表彰を行っていま
す。自薦・他薦によるご応募を
お待ちしています。

【推薦方法】所定の推薦書（市
企画課にあります）に必要事項
をご記入後、えびの市役所企画
課へ、7 月 16 日（金）までに
提出してください。

【表彰の時期】　平成 22 年 10

月予定
※その他詳しい内容は、えびの
市公式ホームページにも掲載し
てあります。
　 市企画課振興係（内線 325）

　県民の花を愛する心を育て、
人々の心に安らぎを与えるよう
な花を使ったまちづくりの素晴
らしさを、宮崎県全体に広げて
いくことを目的に、今年も「花
とみどりのみやざきづくりコン
クール」を実施します。
　内容は、家庭や会社、公園で
の花作りなどの取組を写真で応
募いただき、優秀な取組を表彰
するものです。
　募集するのは、参加者の形態
に応じて、《団体》、《学校》、《個

５月の活動状況 火災 0件 年計 4件
［えびの消防署管内］ 救急 47 件 年計 280 件

6 月下旬になり梅雨の季節となりました
　近年、集中豪雨・ゲリラ豪雨と言われる多量の雨によ
る水害が全国で発生しています。そのような豪雨が発生
したら、注意報、警報に十分注意しながら、早めの避難
を心がけましょう。その際の避難場所や避難ルートを日
ごろより確認しておきましょう。

消防署からのお願い
　119 番は、火災・救急・災害等の緊急専用回線です。日曜・
祝日の当番医、火災の問い合わせ等は、一般加入電話（35
－ 6119）を使用してください。本当に救急を要する人の
ための電話です。いたずら電話は絶対にやめましょう。

５月の交通事故 人身 9件 年計 51 件
　発生状況 物件 17件 年計 123 件

　宮崎県内では、平成 22 年 5 月までに交通事故で 24 人
の方がなくなり、その内の 14 人（58.3％）が 65 歳以上
の高齢者でした。さらに、9 人の方は歩行中に車にはね
られた事故です。

「３S 運動」
See（前をよく見て）
　しっかり前を見て運転、交差点では左右を確認
Slow（ゆっくり）
　制限速度を守り、お年寄りを見かけたら減速、徐行
Stop（一時停止）
　お年寄りが道路を横断しようとしていたら停止
　市民の皆さんもお年寄りにやさしい運転に努め、高齢
者の関与する交通事故を防止しましょう。

お年寄りにやさしい運転「３S運動」

人》、《企業》、《功労者》の 5 部
門です。
　特に、《功労者部門》は、3
年間以上、沿道など公共空間に
ボランティアによる花植栽活動
を続けている個人や団体です。
　応募対象者は、県内にお住ま
いの方または県内に所在する団
体・学校・企業でしたら、どな
たでも応募できます。
　ただし、花づくりや庭づくり
を専門とする事業者の方が、営
利を目的として行う花の装飾や
庭づくりについては、ご遠慮く
ださい。
　応募を希望される方は、市町
村役場や園芸店などに置いてあ
る所定の応募用紙に写真を添え
て、宮崎県観光推進課に送付も
しくは持参により提出してくだ
さい。

【応募締切】7 月 30 日（金）
　今年も、花を愛する皆様から
のたくさんの応募をお待ちして
います。
　宮崎県観光推進課
☎ 0985‐26‐7530

　

　宮崎精神保健福祉センターで
は、精神科医による診療相談を
下記内容で行います。
◎ストレス専門診療相談
　 毎 月 第 1 ～ 4 木 曜 日 午 後 2
時～午後 4 時（予約制）
　自殺対策の一環としてメンタ
ルヘルスに関することやストレ
ス、うつ病等で悩む本人や家族
等の個別相談に精神科医が応じ
ます。
◎一般診療相談
　毎月第 2・4 月曜日午後 2 時
～午後 4 時（予約制） 精神科の
病気、心の健康に関する問題な
ど精神保健一般について精神科
医が相談に応じます。
◎薬物関連診療相談
　毎月第 1・3 月曜日午後 2 時
～午後４時（予約制）
　薬物やアルコール、ギャンブ
ル等の問題で悩む本人並びに家
族等の個別相談に専門の精神科
医が応じます。
※各相談については予約が必要
です。
　宮崎県精神保健福祉センター
☎ 0985‐27‐5663
　

　ひとりで悩まないで！あなた
が抱えている問題を一緒に考
え、解決に向けたお手伝いをし
ます。お電話ください。秘密は
固く守ります。

【7 月の相談日】
7 月 6 日（火）・7 日（水）・13
日（火）・14 日（水）・20 日（火）・
21 日（水）・27 日（火）・28 日（水）

【時間】12 時 30 分～ 15 時 30
分　

【場所】えびの市役所 1‐6 会

　
　男女共同参画週間は、男女共
同参画社会基本法の目的と基本
理念に関する国民の理解を深め
ることを目的としています。男
女共同参画社会の形成の促進を
図る各種行事等が全国的に実施
されます。

【期間】平成 22 年 6 月 23 日（水）
～ 6 月 29 日（火）

【内容】男女共同参画社会づく
りに向けての全国会議開催（６
月 22 日（火）メルパルクホー
ル東京）、男女共同参画社会づ
くり功労者内閣総理大臣表彰、
女性のチャレンジ賞表彰、各種
行事など。
　詳しくは、内閣府ホームペー
ジ
http://www.gender .go. jp/
week/week.html をご覧くださ
い。
　 県 内 の 予 定 行 事 は、 県 庁
ホームページ http://www.pref.
miyazaki.lg.jp/ をご覧下さい。
　なお、えびの市では、「男女
共同参画フォーラムｉｎえび
の」を計画しています。
　市企画課振興係（内線 325）

　平成 22 年秋、京都で「日本
女性会議 2010 きょうと」が開
催されます。

　この会議は、男性も女性も、
それぞれが性別に関係なく個性
を十分に発揮し、互いに認め合
う男女共同参画社会をつくるた
めの道筋を、参加者の皆様と共
に考えることを目的として開催
されるものです。
　男女共同参画社会を実現する
ためには、女性団体だけでな
く、男性、企業で働く方、子育
て中の方、次世代を担う青少年
などあらゆる人々の協力が必要
です。
　 そ の た め、「 日 本 女 性 会 議
2010 きょうと」では、これま
で女性会議に参加したことがな
い方々にもたくさん参加しても
らい、男女共同参画について共
に考えていきたいと願っていま
す。男女共同参画社会の実現に
は、男女それぞれの理解と協
力、特に男性の協力が欠かせま
せん。
　「日本女性会議 2010 きょう
と」は、多くの男性の参加をお
待ちしています。詳しくはオ
フィシャルサイトをご覧下さ
い。
http://joseikaigi2010kyoto.jp

【日程】
平成 22 年 10 月 1 日（金）
分科会（11 分科会）、交流会
10 月 2 日（土）
全大会（開会式、基調報告、記
念講演、シンポジウム、閉会式
等）、エクスカーション（市内
視察）
10 月 3 日（日）
エクスカーション（市内視察）

【場所】国立京都国際会館
【申込締切日】平成 22 年 8 月

31 日（火）
　日本女性会議 2010 きょうと
実行委員会事務局（京都市中央
区）　
☎ 075‐222‐3091

・お知らせ・

「男女共同参画週間」のお知ら
せ

・相　　談・

・募　　集・

問

問

宮崎県男女共同参画功労賞・
宮崎県女性のチャレンジ賞の
被表彰候補者の推薦について

花とみどりのみやざきづくりコ
ンクール応募者募集

宮崎県精神保健福祉センター相
談窓口案内

えびの市女性相談所

「日本女性会議 2010 きょうと」
の開催について

問
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

し の メモく ら

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：福元幸子

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

私たちは、食事として体の中に取り入れた

糖質をブドウ糖に分解し、細胞に取り込

むことでエネルギーを得ています。糖尿病とは、

血液中のブドウ糖濃度 ( 血糖値 ) が高い状態が

続き、さまざまな合併症を引き起こしていく病

気です。

　糖尿病には、糖質を細胞の中に取り込む「イ

ンスリン」というホルモンが分泌されなかった

り、分泌されても足りなかったり十分に働かな

かったりする症状があります。

　血液中にインスリンが十分にあるのに、イン

スリンの働きが悪い状態を「インスリン抵抗性」

といいます。これは、せっかく食物から取り入

れた糖質を利用できずに血液中にあふれてしま

い、高血糖になってしまう状態です。その原因

として、運動不足と肥満等がありますが、｢ 太

気に笑
って

健康
え び の

り気味 ｣ 程度の体重増加でも ｢ インスリン抵抗

性 ｣ の原因となる場合もあります。運動不足で

筋力が低下し肥満 ( 内臓肥満の状態 ) になると、

肝臓や筋肉の細胞に脂肪細胞が増えます。そし

て、インスリンが肝臓や全身の筋肉で働きにく

くなります。

　｢ インスリン抵抗性 ｣ の状態から糖尿病にな

る人は、最近増加しています。「インスリン抵

抗性」の予防には、食習慣と運動習慣等の生活

習慣の改善が大切です。肥満、運動不足、過剰

飲酒、ストレス等の生活習慣の改善を行いま

しょう。

　内臓肥満等の早期発見のために、市では 40

歳～ 74 歳の国保加入者を対象に、特定健診等

を実施しています。是非、年１回は健診を受け

ましょう。

『　ひだまり　』

宮崎日日新聞の「茶の間」欄に掲載さ
れていたエッセーが 1 冊の本になっ

て出版されました。その名も「ひだまり」。
タイトルからもほのぼのとした温かさが伝
わってきます。内容もさまざまで親の事、
子どもの事、孫の事等、その日その時の思
いがつづられています。泣いたり笑ったり
感動をもらったりと心をつなぐ思いがぎっ
しりと詰まっています。その人を想像しな
がら読むのも楽しい作品です。
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生
を
受
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以
上
は

取材で、久しぶりにえびの高原に行きました。観光課に
所属していた時は、多い時には、月に数回行っていた

のですが、なかなか行く機会がなく久しぶりでした。ちょ
うど、ミヤマキリシマの咲く時期で、多くの人でにぎわっ
ていました。
　今月号の広報えびのは、掲載できる記事が口

こうていえき

蹄疫の影響
で少なく試行錯誤しました。身近な情報で記事にできそう
なことがあれば、お気軽にご連絡ください。（川野）

俳
　

句

詩

平成 21年度「茶の間」掲載集
（宮崎日日新聞社）
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今月の
納税

■山之口保健師（健康保険課）最近増えている！糖尿病

貸金業法が大きく変わります！
宮崎県消費生活センター
☎ 0985-25-0999
●法律等のお問い合わせ先
九州財務局宮崎財務事務所理財課
☎ 0985-22-7101
宮崎県商工観光労働部商工政策課金融対策室
☎ 0985-26-7097

　本年 6 月 18 日から借入れのルールが大きく変
わります。
　貸金業法の主な改正内容は次のとおりです。
①買入総額が「年収の３分の 1」を超える場合、
新規の借入れが出来なくなります。
②借入れの際、基本的に、年収を証明する書類が
必要となります。
③専業主婦（主夫）の方は、配偶者の年収を証明
する書類、配偶者の同意書、配偶者との婚姻関係
を証明する市町村の証明書（住民票等）などが必
要です。
●借入れや返済の相談窓口
九州財務局多重債務相談窓口
☎ 096-351-0150

市県民税　第 1期
6 月 30 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,143 人（－ 10 人）
　女性／ 11,445 人（± 0 人）
　合計／ 21,588 人（－ 20 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,246 世帯（－ 10 世帯）

（平成 22 年 6 月１日現在）

転入／ 46 人
転出／ 36 人
出生／ 16 人
死亡／ 46 人

あなたは大丈夫？
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従
事
し
た

人
が
作
業
を
終
え
、
明
日
帰
郷
と
い

う
日
に
、
荷
造
り
な
ど
を
し
て
最
後

の
夕
食
を
済
ま
せ
た
直
後
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
復
員
兵
の
悲
劇
が
え
び

の
市
内
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

復
員
兵
の
事
故
死
だ
け
で
は
な

く
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

傷
病
兵
の
死
も
惨
め
な
も
の
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

当
時
、
第
二
十
五
師
団
司
令
部
の

野
戦
病
院
が
小
林
に
置
か
れ
、
吉
田

温
泉
に
は
、
傷
病
兵
の
療
養
所
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
患
者
は
、
主
に
栄

養
失
調
に
よ
る
肺
病
や
赤
痢
な
ど
の

疫
病
で
し
た
。
患
者
は
、
充
分
な
医

療
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
た

だ
死
を
待
つ
哀
れ
な
状
態
で
、
次
々

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
死
者
は
、
初

め
は
地
域
の
人
が
薪ま

き

を
出
し
火
葬
し

て
い
ま
し
た
が
、
疫
病
が
伝
染
す
る

こ
と
を
恐
れ
、
火
葬
作
業
や
薪
の
出

荷
も
次
第
に
絶
え
、
や
が
て
土
葬
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

病
死
し
た
人
は
、
郷
土
防
衛
軍
の

愛
甲
部
隊
に
所
属
す
る
、
主
に
大

阪
、
和
歌
山
、
鳥
取
地
方
の
出
身
者

で
し
た
。
同
部
隊
は
、
本
土
防
衛
の

吉田温泉北側にある戦病死者慰霊合祠之墓

戦せ

ん

び

ょ

う

し

し

ゃ

い

れ

い

ご

う

し

の

は

か

病
死
者
慰
霊
合
祠
之
墓
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広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


